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研究題目 

 

 

 

１ 主題設定の理由 

がんは、１９８１年以降、日本人の死亡原因第１位であり、国立がん研究センターの推計によ

ると、生涯でがんに罹患する確率は２人に１人である。また、平成２９年の学習指導要領改訂に

おいて、中学校では「がんについても取り扱うものとする」と明記された。文部科学省から報告

されている「学校におけるがん教育の在り方について」では、がん教育の目標として、①がんに

ついて正しく理解することができるようにすること、②健康と命の大切さについて主体的に考え

ることができるようにすることの２点があげられている。 

2 年生を対象に実施したアンケートにおいて、

「がんは身近な病気だと思うか」という質問に、

「そう思う・ややそう思う」と答えた生徒は 96％

であった。（図１）しかし、がんについての基礎的

な正誤問題の回答率は 49.5％と低く、がんに対す

るイメージを尋ねると、「怖い」「治らない」「必ず

死ぬ」など、マイナスなイメージや、間違った情

報が多くあった。 

また、がんについて知りたいこととして、「なぜ

がんになるのか」「がんにかからないためにはどうしたらよいのか」を挙げる生徒が多く、予防に

関する関心の高さがうかがえた。 

 

２ 研究の実践 

(1)「いきいき 長生き みんなで元気！」の授業実践 

がんについての正しい知識を伝えるために、「健康な生活と病気の予防」の単元において授業

を実施した（資料１）。 

１９ 安城 安城南中学校 
名前  加藤

かとう
 佑果

ゆうか
 

分科会番号 １１ 分科会名 保健体育（ 保健 ） 

がんについて正しく理解し、自分や周囲の健康のためにできることを

主体的に考えることができる生徒の育成 

図 1 がんは身近な病気だと思うか 
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①知識の獲得 

がんについて学習する上で、正しい知識が

必要不可欠である。しかし、がんについて学

習する場は少なく、生徒にとって、がんはメ

ディアやニュースに出てくる死因として耳に

することがほとんどで、どうしても死を連想

してしまう。実際、事前アンケートでは、「怖

い」「死ぬ」「治らない」といった言葉が頻出し

た。 

これらのイメージや間違った情報を訂正す

るために、クイズ形式でがんの知識を伝えた

（資料２）。がんは生涯で２人に１人が罹患す

ると推計されている身近な病気であり、早期

発見・早期治療によって治癒の可能性が高ま

ることを伝えた。 

生徒の振り返りからは、「がんになる人がそ

んなにたくさんいることは知らなかった」「がんになったらもう治らないと思っていたけれど、

早く見つければ治る可能性が高いことが分かった」とあり、正しい知識の獲得につながった。 

 

②調べ学習 

早期発見をする上でかかせないのは、がん検診である。しかし、中学生は対象年齢ではな

いため、受検したことがなく、イメージしづらいものである。そこで、生徒にがん検診につ

資料 2 クイズ形式でがんについて学ぶ 

資料 1 単元構想図 
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いて調べ学習を行わせた。検診の対象年齢や種類、かかる費用や時間、検診のメリット・デ

メリット等を個人で調べ、グループでも共有した（資料３）。 

調べ学習を通して、がん検診についての具体的なイメージをもたせることができた。生徒

からは、「お母さんやお父さんは受けているのかな？」「大人になったら受けてみようかな」

といった声も聞かれた。 

 

③担任と連携した授業展開 

担任をゲストティーチャーに迎え、担任ががん検診を受けるかどうかを迷っている設定で、

生徒が担任にがん検診をすすめる授

業を実施した。 

初めに、担任からがん検診の受診を

迷っている理由を生徒に伝え、担任が

がん検診を受けたいと思うためには、

どのようなことを伝えるとよいかを

考えさせた。生徒からは、「安城市で

は補助金が出ているから、お金は心配

しなくてもよい」「がんが見つかった

ら怖いと言っていたけれど、がんじゃ

ないと分かれば安心できると思う」

「自分は今元気で健康だから大丈夫

と言っていたけれど、がんは自覚症状

が出る前に早期発見したら治る確率

も高くなる」といった意見が出た（資

料４）。 

生徒にとって身近な存在である担

任を事例として取り上げたことで、生

徒はがん検診のメリットを自らの言

葉で伝えながら、その重要性について

改めて考えることができた。また、自

資料 3 生徒が調べ学習をした際のメモ 

資料４ 生徒が担任に伝えることをメモしたもの 

資料５ 生徒の振り返り 
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分や家族にとってもがん検診が大切であることを振り返りで記入した生徒もいた（資料５）。 

 

(２)学校保健委員会 

学校保健委員会では、がん経験者であり、がんのピアサポーターとして活動している廣田

圭さんを講師に招き、自身の体験について講演していただいた。がんを宣告された際の気持

ちや、治療中に考えたこと、言われてうれしかった言葉など、がん経験者の実体験に基づく

講話は、生徒にとって学習内容をより身近なものとして捉える機会となった。 

廣田氏からは、自身の経験を踏まえ、「知らないことが不

安につながる」というメッセージが伝えられた。ネット上

には様々な情報がある中で、がんについての知識が十分で

なかったことで、治療中の不安がより大きくなったという

話をしていただき、正しい情報を得て適切に活用すること

の重要性について理解を深める機会となった。 

また、廣田さんからは、治療中に支えとなった家族や友

人の話にも触れていただき、周りから

のサポートの大切さについても教え

ていただいた。 

生徒からは、「がんは本当に自分た

ちの身近にあることが分かった」「正

しい知識を身につけておくことが大

切なんだと分かった」「自分だけでは

なく、自分の周りもがんになるかもし

れない。その時に支えたいと思った」

といった感想があった。 

 

担任の 

資料６ 授業の板書 

資料７ 学校保健委員会の様子 

資料８ 生徒の感想（学校保健委員会） 
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(３)掲示 

 保健室前に、がんに関するクイズやがん検診についての掲示

をした。授業や学校保健委員会を終えて、毎日目にする場所に

掲示することで、登校後や休憩時間中に掲示を見る生徒の姿が

見られ、がんについての関心を広げたり、深めたりすることに

つながった。 

  

３ 成果と今後の課題 

 本実践を通して、生徒ががんを身近な健康課題として捉え、正しい知識を身に付けることがで

きたと考える。 

授業前のアンケートでは、がんを身近な病気と感じている生徒は多かったものの、「がんは治ら

ない」「がんになったら必ず死ぬ」などの誤った認識や不安なイメージをもっている生徒が多く見

られた。しかし、授業ではクイズ形式による知識の習得や、がん検診についての調べ学習を通し

て、がんは早期発見・早期治療によって治る可能性が高まることや、予防や検診の重要性につい

て理解を深めることができた。 

また、担任をゲストティーチャーとした授業では、生徒が相手の立場に立ちながら、がん検診

を受診する意義について考えることができた。検診のメリットや早期発見の大切さを自分の言葉

で伝える活動を行ったことで、知識を単に覚えるだけでなく、自分や家族の健康と結び付けて考

える姿が見られた。これは、がん教育の目標である「健康と命の大切さについて主体的に考える

こと」にもつながったと考えられる。 

さらに、学校保健委員会では、がん経験者から直接話を聞くことで、生徒はがんをより現実的

な問題として捉えることができた。特に、「知らないことが不安につながる」という講師の言葉か

ら、正しい知識を得ることの重要性を実感するとともに、がん患者を支える周囲の理解や支援の

必要性についても学ぶことができた。生徒の感想からは、自分自身だけでなく、家族や身近な人

ががんになった場合に支えたいという意識の高まりもうかがえた。 

加えて、保健室前の掲示による継続的な情報発信は、授業や学校保健委員会で学んだ内容を繰

り返し振り返る機会となった。日常的に目にする環境を整えたことで、生徒の学びの定着にも効

果があったと考えられる。 

本実践により、生徒のがんに対する理解や関心を高めることができた一方で、学習した内容を

将来の健康行動へどのようにつなげていくかが課題である。中学生にとってがん検診はまだ先の

ことであり、知識として理解していても、自分事として継続的に意識することは難しい。そのた

め、がん教育を単発の学習で終わらせるのではなく、生活習慣病予防や健康づくりの学習と関連

付けながら継続的に指導していく必要がある。 

また、がん患者やその家族への理解をさらに深められるよう、がん経験者や医療従事者等との

連携を今後も図っていきたい。正しい知識の習得だけでなく、多様な立場の人への理解と共感を

育むことで、生徒が自他の健康と命を大切にし、支え合うことのできる力を身に付けられるよう

資料 ９ 保健室前掲示 
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取り組んでいきたい。 


